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複
数
の
軸
を
持
つ
福
高
生

主
な
部
活
動
の
活
動
実
績
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
に
、
各
部
活
動
で
の
東
北
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
進

出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
他
に
も
、
野
球
部
が
秋
季
県

北
大
会
で
九
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
が
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
県
ベ
ス
ト
８
に

進
出
す
る
な
ど
の
躍
進
も
見
ら
れ
ま
す
。
吹
奏
楽
部
や

合
唱
部
、
ジ
ャ
ズ
研
究
部
が
定
期
演
奏
会
や
ウ
イ
ン

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
美
術
部
や
書
道
部
が
個
展
を
開

催
し
た
り
展
覧
会
に
出
品
し
た
り
す
る
な
ど
、
大
会
と

は
違
っ
た
場
面
で
の
活
躍
も
見
ら
れ
ま
す
。

福
高
生
の
活
躍
は
部
活
動
の
枠
だ
け
に
収
ま
り
ま
せ

ん
。
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
バ
ン
ド
が
あ
っ
た

り
、
自
分
た
ち
で
結
成
し
た
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
で
動
画

を
配
信
し
た
り
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
生
徒
た
ち
が
い
た
り
。
福
島
県
内

の
生
産
者
さ
ん
の
想
い
を
取
材
し
て
広
報
誌
を
作
る
生

徒
た
ち
も
い
ま
す
。
勉
学
に
励
む
ひ
と
つ
の
軸
と
と
も

に
、
勉
学
以
外
の
軸
を
併
せ
持
つ
福
高
生
を
頼
も
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
勉
学
に
も
勉

学
以
外
に
も
励
ん
で
い
る
福
高
生
へ
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
前
半
、
福
島
高
校
内
で
話
題
を
さ
ら
っ
た
の
は
、
校

舎
内
の
中
庭
の
池
に
引
っ
越
し
て
き
た
親
子
の
カ
モ
だ
。
親
ガ

モ
と
小
ガ
モ
で
計
十
羽
ほ
ど
、
い
つ
の
間
に
か
姿
を
現
し
た
カ

モ
た
ち
は
、
池
の
中
を
自
由
に
泳
ぎ
回
り
、
一
躍
校
内
の
人
気

者
と
な
っ
た
。

親
子
で
連
れ
だ
っ
て
池
の
中
を
可
愛
ら
し
く
泳
ぐ
様
子
や
、

小
ガ
モ
た
ち
が
一
所
に
集
ま
っ
て
何
や
ら
話
し
合
い
で
も
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
姿
な
ど
が
癒
や
し
と
な
り
、
連
日
そ

の
様
子
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
よ
う
と
す
る

生
徒
や
職
員
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
カ
モ
た
ち
の
様
子

は
地
方
新
聞
や
校
内
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

カ
モ
た
ち
は
中
庭
の
池
を
泳
ぐ
だ
け
で
な
く
、
親
子
で
隊
列

を
組
み
、
歩
い
て
正
面
玄
関
か
ら
外
へ
出
よ
う
と
試
み
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
試
み
は
成
功
せ
ず
、
ま
た
隊
列
を
組
ん
で
歩
い
て

池
へ
と
戻
る
姿
も
大
変
に
愛
ら
し
か
っ
た
。

カ
モ
た
ち
が
去
っ
た
現
在
、
中
庭
の
池
は
水
が
抜
か
れ
て
い

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
震
災
前
は
毎
年
生
徒
会
の
生
徒

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
中
庭
の
水
を
抜
い
て
の
大
掃
除
が
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
震
災
以
降
は
池
の
水
を
抜
い
て
の
大
掃

除
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
中
庭
の
水
が
抜
か
れ
て
い
る
状
態
は

久
々
に
お
目
見
え
し
た
こ
と
と
な
る
。

自
然
生
物
の
集
ま
る
中
庭
の
池
に
水
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
頃
、
次
は
い
か
な
る
来
客
が
福
島
高
校
に
や
っ
て
く
る
こ

と
と
な
る
の
か
、
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
う
。

column

福
高
の
カ
モ
と
中
庭
の
池

特 集
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去
る
令
和
４
年
11
月
18
日
、
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
令
和
４
年

度
同
窓
会
総
会
が
、
３
年
目
と
な

る
懇
親
会
の
な
い
形
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
関
東
梅
苑
会
、

み
や
ぎ
梅
苑
会
の
各
総
会
は
未
開

催
と
な
り
同
窓
生
の
士
気
も
些
か

鈍
り
が
ち
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
総
会
時
の
記
念

講
演
で
は
、
今
年
度
文
科
省
よ

り
４
期
目
の
指
定
を
受
け
た
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
部
の
生
徒
た
ち
の
時
期

を
得
た
研
究
発
表
（
①
ア
ル
ミ
缶

を
用
い
た
人
工
ル
ビ
ー
の
合
成
②

バ
ク
テ
リ
ア
セ
ル
ロ
ー
ス
に
よ
る

ス
ト
ロ
ー
の
開
発
と
評
価
）
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
自
分
の
高

校
時
代
と
違
う
な
ー
」
と
羨
ま
し

く
思
う
反
面
、「
今
の
生
徒
た
ち
な

ら
未
来
を
担
っ
て
い
け
る
」
と
期

待
感
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
８
月
27
日
、
28
日

に
３
年
ぶ
り
に
限
定
公
開
さ
れ
た

「
梅
苑
祭
２
０
２
２
」
を
訪
れ
た
際

に
も
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
楽
し
み

な
が
ら
も
福
高
生
の
今
を
多
く
の

方
々
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
誇

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
世
界
の
情
勢
は
今
、
混

迷
の
中
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
昨

年
２
月
24
日
突
然
に
始
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ

解
決
の
兆
し
が
見
え
ず
、
我
が
国

の
経
済
、
平
和
安
全
政
策
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
危
機
的
状
況
に
接
し
、

昨
年
３
月
初
旬
に
い
ち
早
く
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
緊
急
募
金　

福
島
高
校

若
者
有
志
の
会
（
72
回
卒
太
田
朝

弓
代
表
ら
16
～
20
歳
の
13
名
）」
は
、

在
校
生
と
協
力
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
ど
も
た
ち
を
助
け
た
い
と
地

元
小
中
学
校
に
も
働
き
か
け
「
ユ

ニ
セ
フ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
募
金
」

活
動
を
行
い
、
若
者
た
ち
に
「
自

分
た
ち
も
役
に
立
ち
た
い
」
と
の

思
い
を
広
げ
る
大
き
な
一
石
を
投

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
17
日
に
は
、
16
回

卒
業
生
有
志
に
よ
り
平
成
28
年
４

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
「
一
六
回

奨
学
金
」
の
授
与
も
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
令
和
４
年
度
は

１
名
）。

こ
の
よ
う
に
福
高
同
窓
会
は
、

様
々
な
年
代
、
社
会
人
と
し
て
多

様
な
活
動
を
さ
れ
「
世
の
た
め
た

れ
」
を
実
践
さ
れ
て
い
る
人
々
の

素
晴
ら
し
い
集
ま
り
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
触
れ
合
う
だ
け
、
言
葉

を
交
わ
す
だ
け
で
も
多
く
の
気
付

き
や
学
び
が
得
ら
れ
る
貴
重
な
仲

間
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共

に
、
福
高
同
窓
会
が
思
い
出
に
浸

る
だ
け
の
場
で
な
く
、
有
意
義
な

気
付
き
・
学
び
の
場
と
し
て
も
楽

し
め
る
よ
う
な
集
い
に
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
も

福
島
高
校
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

気
づ
き
や
学
び
の
場

と
し
て
の

福
高
同
窓
会

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 1,684,499 1,684,499 
(2)卒業生入会金 828,000 816,000 H31年度入学生（272名×3,000円）
(3)卒業生年会費 276,000 272,000 H31年度入学生(272名×1,000円)
(4)同窓生会費 2,000,000 2,300,000 会員(891名)
(5)雑収入 50 14 利息
(6)繰入金 500,000 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,288,549 5,572,513 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 1,005,363 1,005,363 
(2)卒業生会費 276,000 272,000 H31年度入学生（272名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 1,300,000 会員（646名）
(4)雑収入 50 10 利息

合　　計 2,581,413 2,577,373 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 4,229,503 4,229,503 
(2)積立金 300,000 300,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 34 利息

合　　計 4,529,553 4,529,537 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 6,500,342 6,500,342 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 54 利息

合　　計 6,500,392 6,500,396 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,900,963 2,900,963 
(2)同窓会梅基金 100,000 100,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 23 利息

合　　計 3,001,013 3,000,986 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 413,090 旅費、接待費、贈答品
(2)飛び梅管理費 70,000 76,263 土壌改良工事
(3)予備費 2,381,013 0 

合　　計 3,001,013 489,353 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 300,000 161,425 同窓会HP利用・更新、賞状名入れ、記念品
(2)部活動助成 300,000 100,000 全国大会出場助成等
(3)一般会計 500,000 500,000 一般会計への繰り入れ
(4)太宰府梅基金 100,000 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ
(6)会員名簿管理費 720,000 715,000 会員データ管理業務
(7)予備費 361,413 0 

合　　計 2,581,413 1,876,425 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)修繕費 500,000 30,580 記念棟小会議室蛍光灯・大ホールランプ
(2)備品費 300,000 412,800 記念棟大ホール用テーブル
(3)予備費 3,729,553 0 

合　　計 4,529,553 443,380 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 500,000 令和4年度交付金（1名）
(2)予備費 3,000,392 0 利息

合　　計 6,500,392 500,000 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,671,926
(2)卒業生入会金 816,000 R2年度入学生（272名×3,000円）
(3)卒業生年会費 272,000 R2年度入学生（272名×1,000円）
(4)同窓生年会費 2,000,000 同窓会会員（約1,000名×2,000円）
(5)雑収入 50 利息
(6)繰入金 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,259,976

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 4,000,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 290,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 

２.運営費 875,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 文具費
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 500,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 10,000 

３.予備費 384,976 
合　　計 5,259,976 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 4,000,000 3,544,354 

(1)総会費 680,000 447,710 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,852,884 梅苑会報印刷、郵送代等
(3)母校後援費 290,000 243,760 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 0 

２.運営費 875,000 356,233 
(1)会議費 200,000 132,440 R3年第２回役員会、R4第1回役員会、常任理事懇親会
(2)事務諸費 5,000 413 文具等
(3)交際費 100,000 0 
(4)慶弔費 20,000 22,000 
(5)通信費 40,000 59,900 書類送付代、往復葉書
(6)旅　費 500,000 141,480 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 10,000 0 

３.予備費 413,549 0 
合　　計 5,288,549 3,900,587 

令和5年度 一般会計予算書(案) 　令和4年度 一般会計決算書

令和4年度 母校後援会会計決算書

令和4年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

令和4年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

令和4年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 700,948 
(2)卒業生会費 272,000 卒業生（272名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 同窓会会員（約700名）
(4)雑収入 50 利息等

合　　計 2,272,998 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 4,086,157 
(2)積立金 300,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,386,207 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 6,000,398 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 6,000,448 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,511,633 
(2)同窓会梅基金 100,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 2,611,683 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 300,000 ＨＰ更新、母校への助成等
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)一般会計 500,000 一般会計への繰り入れ金
(4)太宰府梅基金 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ金
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ金
(6)会員名簿管理費 720,000 令和4年度分
(7)予備費 52,998 

合　　計 2,272,998 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 500,000 
(2)備品費 300,000 
(3)予備費 3,586,207 

合　　計 4,386,207 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 令和5年度交付金（7名）
(2)予備費 2,500,448 

合　　計 6,000,448 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 70,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 1,991,683 

合　　計 2,611,683 
項目間の流用をお認め願います。

令和5年度 母校後援会会計予算書(案)

令和5年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

令和5年度 一六回奨学金会計予算書（案）

令和5年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･5,572,513円　支出決算額･･･3,900,587円　次年度へ繰越額･･･1,671,926円

収入決算額･･･2,577,373円　支出決算額･･･1,876,425円　次年度へ繰越額･･･700,948円

収入決算額･･･4,529,537円　支出決算額･･･443,380円　次年度へ繰越額･･･4,086,157円

収入決算額･･･6,500,396円　支出決算額･･･500,000円　次年度へ繰越額･･･6,000,396円

収入決算額･･･3,000,986円　支出決算額･･･489,353円　次年度へ繰越額･･･2,511,633円

　

令
和
４
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
は

11
月
18
日
（
金
）
18
時
よ
り
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
総
会
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
す
る
中
で
の
開
催
で
し

た
の
で
、
昨
年
同
様
に
総
会
・
講
演
会
の

み
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

部
研
究
発
表
と
し
て
「
ア
ル
ミ
缶
を
用
い

た
人
工
ル
ビ
ー
の
合
成
」
を
２
年
生
の

大
内
葵
衣
さ
ん
が
、
「
バ
ク
テ
リ
ア
セ

ル
ロ
ー
ス
に
よ
る
ス
ト
ロ
ー
の
開
発
と
評

価
」
を
１
年
生
の
加
藤
舞
花
さ
ん
、
岩

佐
奈
々
さ
ん
、
松
永
楓
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
研
究
成
果
の
発
表
に
参
加
者
か
ら

も
質
疑
応
答
が
相
次
ぎ
、
大
変
に
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
・
校
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
各
議
案
の
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　令和5年度予算書（令和4年９月１日〜令和4年8月31日） 令和4年度決算書（令和3年９月１日〜令和3年8月31日）

同窓会会長
芳賀　裕

（高校第22回卒）

福高

同窓会総会
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探
し
、
10
数
人
の
メ
ン
バ
ー
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
平
成
４
年
春
に
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
目

黒
駅
近
く
の
社
宅
に
集
ま
り
、
そ
こ
で

丹
治
先
輩
か
ら
「
母
校
の
要
望
も
あ
る

の
で
、
皆
ん
な
で
協
力
し
て
何
と
か
関

東
地
区
で
同
窓
会
組
織
を
作
ろ
う
で
は

な
い
か
」
と
の
提
案
が
ま
と
ま
り
、
関

東
地
区
同
窓
会
設
立
準
備
委
員
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
、
考
え
る

と
、
あ
の
集
ま
り
が
無
け
れ
ば
、
現
在

の
「
関
東
梅
苑
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
、
不
思
議
な
ご
縁
で
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
９
回
卒
の
半
澤
章
利
君
を

事
務
局
長
に
選
任
し
、
会
の
名
称
を

「
関
東
梅
苑
会
」
と
命
名
、
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
つ
な
げ
羽
ば
た
け
梅
苑
会
」、

平
成
５
年
の
設
立
総
会
、
平
成
６
年
の

梅
苑
祭
、
総
会
と
梅
苑
祭
の
一
年
お
き

の
交
互
開
催
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

「
第
１
回
設
立
総
会
」
は
霞
が
関
ビ

ル
で
２
７
０
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
翌
平
成
６
年
は
前
年
同
様
に
母

校
か
ら
校
長
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
目

黒
の
沖
電
気
目
黒
ク
ラ
ブ
で
「
第
１
回

関
東
梅
苑
祭
」
を
開
催
、
以
後
現
在
ま

で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
会
長
探
し
で
苦
労
し
た
こ
と

も
思
い
出
し
ま
す
。
丹
治
先
輩
と
二
人

で
東
京
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
企
業
役
職

者
を
訪
ね
歩
き
、
阿
達
哲
雄
さ
ん
（
中

43
回
卒
）
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

一
安
心
し
た
こ
と
も
貴
重
な
思
い
出
で

す
。そ

の
後
、
会
長
は
、
二
代
目
・
丹
治

清
吉
さ
ん
（
高
１
回
卒
）、
三
代
目
・

神
津
知
男
さ
ん
（
10
回
）、
四
代
目
・

小
松
恭
三
さ
ん
（
14
回
）、
五
代
目
・

二
階
堂
晋
一
さ
ん
（
16
回
）、
六
代
目
・

戸
松
哲
男
さ
ん
（
19
回
）、
そ
し
て
七

代
目
が
現
在
の
箱
崎
一
彦
さ
ん
（
23
回
）

の
各
氏
で
す
。

平
成
25
年
５
月
に
は
、
設
立
20
周
年

記
念
大
会
を
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で

開
催
。
現
在
、
島
田
久
事
務
局
長
を
中

心
に
若
手
の
学
年
幹
事
が
頑
張
り
、
順

調
な
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は

嬉
し
い
限
り
で
す
。
母
校
の
同
窓
会
名

簿
な
ど
で
見
る
と
、
現
在
約
３
０
０
０

名
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
関
東
地
区
に
在
住
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
母
校
、
そ
し

て
関
東
梅
苑
会
の
発
展
を
祈
念
す
る
ば

か
り
で
す
。

関
東
梅
苑
会 

栄
え
よ
永
く
！

次
世
代
に
向
け
た

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
０
９
年
に
会
長
に
就
任
し
た
頃

は
、
毎
年
若
い
年
次
の
同
窓
生
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
一
方
、
設

立
し
て
10
年
以
上
が
経
ち
、
創
設
時
の

熱
気
と
勢
い
だ
け
で
は
運
営
が
難
し
く

な
り
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
形
で

「
つ
な
げ
羽
ば
た
け
梅
苑
会
」
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
と
す

る
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

年
に
数
回
、
役
員
や
事
務
局
員
が
集

ま
り
、
春
の
総
会
や
関
東
梅
苑
祭
に
向

け
た
実
行
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
観
は
違
っ
て
も
、
ふ
る

さ
と
福
島
と
母
校
を
愛
す
る
気
持
ち
が

ベ
ー
ス
に
あ
り
、
自
分
の
仕
事
で
忙
し

く
し
て
い
な
が
ら
も
会
合
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
新
し
い

時
代
に
即
し
た
魅
力
あ
る
知
恵
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
新
し
い
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

◦
「
同
窓
会
は
各
分
野
で
活
躍
し
て
い

　
る
人
に
会
え
る
の
で
楽
し
い
！
」
を

　
魅
力
に
テ
ー
マ
設
定
。

◦
「
合
同
同
期
会
」
と
し
て
集
客
を

　
図
り
、
「
年
次
輪
番
制
」
に
よ
る

　
組
織
強
化
。

◦
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
連
絡
手
段
の

　
多
様
化
、
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、
本
部
同
窓

　
会
・
み
や
ぎ
梅
苑
会
と
の
連
携
等
。

２
０
１
１
年
と
２
０
１
２
年
は
思
い

出
深
い
年
で
す
。
２
０
１
１
年
５
月
末

に
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福

島
へ
の
風
評
被
害
が
強
ま
っ
て
き
た
頃

で
し
た
。「
こ
ん
な
時
こ
そ
福
島
の
実

情
を
正
し
く
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
短
い
準
備

期
間
で
し
た
が
手
分
け
し
て
福
島
市
な

ど
各
方
面
に
呼
び
か
け
て
、「
ふ
る
さ

と
福
島
の
応
援
」
を
す
る
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
。
鎮
魂
の
念
か
ら
、
当
日
は

ア
ル
コ
ー
ル
な
し
で
弁
当
だ
け
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
２
２
０
名
を
超
す

同
窓
生
が
集
ま
り
、
母
校
の
被
害
、
農

産
部
物
の
安
全
性
も
確
認
し
、
母
校
に

１
５
０
万
円
を
超
す
支
援
金
を
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
２
０
１
２
年
は
、
フ
ク
シ
マ
へ
の

い
じ
め
が
陰
湿
化
し
て
い
た
時
で
し
た
。

「
福
島
は
も
っ
と
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
！
そ
の
中
で
関
東
梅
苑
会
は

何
が
で
き
る
か
」
を
議
論
し
、「
ふ
る

さ
と
と
共
に
生
き
る
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
自
分
の
周
り
の
人
を
福
島
フ
ァ
ン

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
特
別
講
演

の
ゲ
ス
ト
・
和
合
亮
一
さ
ん
（
高
42
回
）

に
よ
る
「
詩
人
と
し
て
の
決
意
」
に
前

年
以
上
に
集
ま
っ
た
同
窓
生
は
共
鳴
し

ま
し
た
。

翌
２
０
１
３
年
は
、
設
立
20
周
年
大

会
を
催
し
、
設
立
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先

輩
方
へ
の
感
謝
と
、
次
の
世
代
へ
の
引

継
ぎ
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
年
次
を

超
え
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
熱
意
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
ル
ー
ツ
の
確
認

私
が
関
東
梅
苑
会
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
福
高
の
あ
る
先

輩
に
た
ま
た
ま
知
り
合
う
機
会
が
あ
っ

た
時
に
、
春
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
誘

わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
初
め
て

２
０
０
９
年
の
関
東
梅
苑
会
総
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
知
り
合
い
が
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
は
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と

雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
多
く
の
人
た
ち
と

気
さ
く
に
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

し
ま
し
た
。
爾
来
、
関
係
す
る
皆
さ
ま

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
幾
多
の

試
練
を
乗
り
越
え
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

私
は
昭
和
27
年
福
島
県
い
わ
き
市
に

生
ま
れ
、
そ
の
後
現
伊
達
市
（
旧
保
原

町
）
で
育
ち
ま
し
た
。
福
島
高
校
に
は

学
区
外
の
保
原
中
か
ら
受
験
し
、
バ
ス

で
３
年
間
通
い
昭
和
46
年
３
月
卒
業
、

高
23
回
卒
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
男
子
校

で
10
ク
ラ
ス
、
バ
ン
カ
ラ
な
校
風
が
色

濃
く
残
っ
て
い
る
時
代
で
、
下
駄
履
き

で
通
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
福
島
大
学
経
済
学
部
を
経
て
、

昭
和
50
年
４
月
旧
富
士
銀
行
（
現
み
ず

会
長
あ
い
さ
つ

関
東
梅
苑
会
設
立
30
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
は
、
１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）

３
月
に
第
１
回
設
立
総
会
が
東
海
大
学

校
友
会
館
（
霞
が
関
ビ
ル
）
に
て
開
催

さ
れ
、
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
い
た

ほ
銀
行
）
に
入
行
し
、
平
成
17
年
同
行

執
行
役
員
小
舟
町
支
店
長
を
最
後
に
銀

行
を
退
職
し
ま
し
た
。
以
降
財
団
法
人

や
上
場
会
社
の
役
員
等
を
務
め
、
昨
年

12
月
を
以
っ
て
会
社
員
生
活
を
無
事
卒

業
し
ま
し
た
。

当
会
と
の
関
わ
り
は
意
外
に
古
く
、

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
３
月
開
催

の
第
１
回
関
東
梅
苑
祭
（
沖
電
気
目
黒

ク
ラ
ブ
）
へ
の
参
加
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
第
４
代
会

長
小
松
恭
三
さ
ん
が
同
じ
富
士
銀
行
で
、

「
お
前
も
出
ろ
！
」
と
言
わ
れ
訳
も
分

か
ら
ず
出
席
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
れ
以
降
は
学
年
幹
事
や
監
事
と

い
っ
た
立
場
で
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

５
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
リ
ア
ル
で
の

総
会
開
催
が
叶
わ
ず
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
で
第
７
代
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
今
春
の
総

会
が
皆
さ
ま
方
へ
の
初
め
て
の
顔
見
せ

と
な
り
ま
す
。

設
立
30
周
年
の
節
目
に
当
た
る
本
年

は
、
30
周
年
を
楽
し
み
に
し
て
い
な
が

ら
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
丹
治
名
誉
会
長

の
遺
志
も
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
母

校
は
勿
論
、
同
窓
会
本
部
や
み
や
ぎ
梅

苑
会
と
も
連
携
を
取
り
つ
つ
、
是
が
非

で
も
リ
ア
ル
総
会
開
催
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら

関
東
梅
苑
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員

の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
同
窓
会
を
目

指
し
て
任
に
当
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
設
立
30
周
年

新
た
な
時
代
に
向
け
て

「
つ
な
げ 
羽
ば
た
け
！ 

」

設
立
時
の
思
い
出

関
東
梅
苑
会
は
本
年
、
設
立
30
周
年

を
迎
え
ま
す
。

も
う
30
年
も
経
つ
の
か
と
思
う
と
同

時
に
、
設
立
時
に
苦
労
し
た
記
憶
が
蘇

り
ま
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
３

年
秋
の
母
校
同
窓
会
で
、
当
時
の
坪
井

孚
夫
同
窓
会
会
長
と
校
長
の
お
二
人
か

ら
関
東
地
区
に
同
窓
会
が
な
い
の
で
、

是
非
設
立
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
小
生
が
所
属
す
る
福
高
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
関
東
支
部
が
一
都
三
県

の
在
住
者
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
私
が

そ
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
関
係
で
、

そ
う
し
た
依
頼
を
さ
れ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。

母
校
の
お
二
人
の
依
頼
を
引
き
受
け

た
も
の
の
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
以
外
に
ど
ん

な
卒
業
生
が
関
東
地
区
に
住
ん
で
い
る

の
か
分
か
ら
ず
、
悩
ん
だ
末
に
手
元
に

あ
る
母
校
同
窓
会
名
簿
を
頼
り
に
、
本

部
同
窓
会
の
事
務
局
に
い
る
先
生
か
ら

各
卒
業
年
度
の
世
話
役
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
ひ
と
り
一
人
に
趣
旨
を
伝
え

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
一
方
、

坪
井
会
長
と
同
期
の
丹
治
清
吉
先
輩
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
２
回
卒
は
誰・

３
回
卒
は
誰
、
と
各
年
度
の
世
話
役
を

数
多
く
の
先
輩
方
の
ご
努
力
の
お
陰
で
関
東
梅
苑
会
が
生
ま
れ
・
引
き
継

が
れ
、
２
０
２
３
年
春
、
設
立
30
年
を
迎
え
ま
す
。
日
頃
よ
り
卒
業
生
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
関
東
梅
苑
会
へ
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

30
年
の
節
目
を
一
緒
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
同
窓
生
か
ら
の
寄
稿
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
会
の
足
跡
や
運
営
、
現
在
の
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。
関
東
梅
苑
会
が
卒
業
生
の
交
流
の
場
と
な
り
、
母
校
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ふるさと福島支援をテーマにした総会（2011年5月）

設立を目指す発起人会議の記事（福島の新聞より）

第一回総会（設立総会）（1993年3月12日）では議長を担う

関東梅苑会会長
箱崎一彦（高23回）

顧問
上竹　實（高5回）

元会長
小松恭三（高14回）

亀田栄一（高45回）
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み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

高
校
９
回
卒
の
羽
田
で
す
。
み
や
ぎ

梅
苑
会
の
事
務
局
長
を
退
任
し
て
10
年

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
事
務
局
長
在
任
中

は
関
係
各
位
か
ら
特
段
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
楽
し
い
思
い
出
を
沢
山

経
験
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現

事
務
局
長
の
菅
野
剛
広
さ
ん
（
高
校
34

回
卒
）
か
ら
執
筆
依
頼
が
あ
り
、
引
き

受
け
ま
し
た
が
、
一
昨
年
自
宅
の
建
て

替
え
を
し
た
と
き
、
同
窓
会
名
簿
を
は

じ
め
関
係
書
類
を
焼
却
処
分
し
た
た
め
、

記
憶
を
辿
り
な
が
ら
記
し
ま
す
。
記
憶

違
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
勘
弁
下
さ
い
。

私
が
任
に
当
た
っ
て
い
た
頃
は
、
あ

の
活
気
に
満
ち
、
騒
々
し
か
っ
た
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
直
後
で
、「
何
か
物
足
り

な
い
」雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
頃
で
あ
っ

令
和
４
年
度
の
み
や
ぎ
梅
苑
会　
総
会
・
懇
親
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
連
続
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
局

は
開
催
に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
度
は
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。詳
細
は「
み
や
ぎ
梅
苑
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
と
思
い
ま
す
。

当
時
宮
城
県
内
の
同
窓
生
は
、
名
簿

上
２
０
０
名
以
上
在
住
し
、
同
窓
会
を

盛
り
立
て
よ
う
と
後
藤
充
先
輩
（
中
学

47
回
卒
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
北
大

医
学
部
系
列
（
医
師
会
）・
七
十
七
銀
行

系
列
（
銀
行
関
係
）・
Ｊ
Ｒ
系
列
・
東

北
電
力
系
列
の
会
員
で
協
議
し
、「
み

や
ぎ
梅
苑
会
」
を
再
建
し
た
そ
う
で
す

が
、
あ
ま
り
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
何
故
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
も
大
変
失
礼
な
話
で
す
が
、

当
時
の
こ
と
を
全
く
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
私
は
、
私
た
ち
東
北
電
力
の

職
場
以
外
の
同
窓
生
と
ほ
と
ん
ど
面
識

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
系
列
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
役

員
会
を
重
ね
る
う
ち
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
同
窓
生
が
各
分
野
で

大
変
活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
横
の
繋
が

り
が
乏
し
い
こ
と
で
し
た
。従
っ
て
、「
母

校
・
同
窓
生
等
か
ら
の
情
報
を
広
く
集

め
、そ
れ
を
ど
こ
に
、ど
う
発
信
す
る
か
、

そ
の
た
め
の
ル
ー
ト
・
組
織
を
ど
う
構

成
す
る
か
」
が
課
題
で
し
た
。

定
ま
っ
た
事
務
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、役
員
の
矢
部
忠
一
先
輩
（
高

校
４
回
卒
）
の
司
法
書
士
事
務
所
を
書

類
の
発
受
信
個
所
と
し
て
お
願
い
し
ま

し
た
の
で
、
矢
部
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
矢
部
さ
ん
が
ご
高

齢
で
、
事
業
所
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
は
一
緒
に
事
務
局
（
会
計
）

を
担
当
し
て
い
た
落
合
敏
伸
さ
ん
（
19

回
卒
）
に
一
方
的
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

さ
て
、
情
報
の
発
受
信
で
す
が
、
役

員
個
々
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
保
ち
、
定

期
的
に
役
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
役

員
同
士
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
発
信
に
つ
い
て
は
機
関

誌
の
発
行
を
含
め
種
々
費
用
対
効
果
を

検
討
し
ま
し
た
。
結
論
的
に
は
、
当
面

質
の
高
い
・
魅
力
溢
れ
る
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
広
く
会
員
に
知
り
渡
り
、

呼
び
込
み
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
系
列
外
の
一
般
会
員
の
発
掘

と
情
報
の
提
供
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
開
催
の
周
知
方
法
に
つ

い
て
、
当
初
企
業
グ
ル
ー
プ
の
幹
事
並

び
に
知
人
・
友
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た

が
、
50
～
60
名
で
頭
打
ち
が
続
き
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
企
業
グ
ル
ー
プ
幹
事

の
他
に
、
同
窓
会
名
簿
を
頼
り
に
卒
業

年
次
ご
と
に
学
年
幹
事
を
決
め
て
頂
き
、

学
年
ご
と
に
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
河
北
新
報
の
催
し
欄
へ

の
投
稿
や
福
島
民
報
・
福
島
民
友
へ
の

行
事
取
材
要
請
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
東
邦

銀
行
の
同
窓
生
が
纏
ま
っ
て
参
加
し
て

頂
き
、学
生
グ
ル
ー
プ
も
加
わ
り
ま
し
た
。

総
会
開
催
時
期
も
企
業
の
決
算
業
務

と
重
な
ら
な
い
よ
う
、
４
月
か
ら
６
月

中
に
変
更
し
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
ま
し
た

が
、
総
会
へ
の
参
加
者
の
増
員
に
は
必

ず
し
も
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
会
に
は
、
毎
回
遠
路
は
る
ば
る
母

校
の
校
長
先
生
・
同
窓
会
長
・
関
東
梅

苑
会
会
長
さ
ん
に
お
出
で
頂
き
、
貴
重

な
情
報
・
話
題
な
ど
を
提
供
頂
き
、
私

に
と
っ
て
は
至
福
の
一
時
で
す
。

総
会
の
運
営
は
、橋
本
俊
一
さ
ん
（
高

校
21
回
卒
）
の
気
配
り
の
行
き
届
い
た

司
会
進
行
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
立
て

て
頂
き
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換
も
活

発
に
な
り
、
毎
回
参
加
者
全
員
で
声
高

ら
か
に
校
歌
を
合
唱
し
て
散
会
し
て
い

ま
す
。
こ
の
雰
囲
気
を
一
人
で
も
多
く

の
会
員
に
味
わ
っ
て
頂
き
、
青
春
の
思

い
出
に
花
を
添
え
た
い
も
の
で
す
。

仙
台
で
は
、「
土
井
晩
翠
先
生
の
作
詞

し
た
校
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の

会
」
が
、
２
年
ご
と
に
先
生
の
母
校
で

あ
る
仙
台
市
立
立
町
小
学
校
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
の
た
め
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま
す
が
、

開
催
の
度
、
橋
本
俊
一
さ
ん
の
母
校
紹

介
に
続
き
、
西
村
晃
一
さ
ん
（
高
校
28

回
卒
）
の
指
揮
で
元
合
唱
部
員
が
中
心

に
な
り
、
素
人
の
私
達
も
参
加
し
て
、

校
歌
１・
２・
５
番
を
披
露
し
ま
す
。
特

に
５
番
は
、
曾
て
日
本
経
済
新
聞
の
文

芸
欄
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
高

ら
か
に
「
世
の
た
め
つ
く
さ
ん
」
と
合

唱
し
、
毎
回
会
場
か
ら
大
喝
采
を
受
け

て
い
ま
す
。

な
お
、
当
小
学
校
に
は
土
井
先
生
の

作
詞
し
た
校
歌
を
誰
で
も
聴
け
る
部
屋

が
用
意
さ
れ
て
あ
り
、
勿
論
母
校
の
校

歌
も
聴
け
ま
す
。

同
窓
生
の
交
流
の
場
を
も
っ
と
計
画

す
る
と
か
、
絆
を
広
め
・
強
固
に
す
る

こ
と
な
ど
諸
処
話
し
合
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
実
行
で
き
ず
尻
切
れ
ト
ン
ボ

で
退
任
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
力
不
足

を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、次
世
代
の
方
々
が「
栄
え
よ
長
く
」

と
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
願
申
し
上
げ
、
結
び
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

 みやぎ梅苑会 検索

み
や
ぎ
梅
苑
会
の
思
い
出

（
事
務
局
長
の
頃
）

羽田　登
（高校9回卒）

ゴルフ大会は2019年から始まり、第7回を数え令和4年
は3回開催されました。初の平日にも開催し世代を超え
て、交流を深め合いました。
第5回…4月10日㈰／グレート仙台カントリー倶楽部
第6回…8月28日㈰／松島チサンカントリークラブ
第7回…11月15日㈫／表蔵王国際ゴルフクラブ
今年度も3回開催予定です。
同窓生のエントリーお待ちしております。

みやぎ梅苑会ゴルフ大会3回開催

みやぎ梅苑会
オフィシャル
ホームページ

https://miyagi-baienkai.com/

そ
の
年
の
45
回
卒
の
参
加
者
は
自
分

の
ほ
か
に
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
私
が

学
年
幹
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

翌
年
の
関
東
梅
苑
祭
で
は
司
会
ま
で
務

め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
毎
年
の
総
会
や
合
同
同
期
会
の

実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
形
で
同
窓
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
に
関
わ
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
と
思
う
こ
と
の
１
点
目
は
、
と
て
も
シ

ン
プ
ル
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
出
会

え
た
こ
と
で
す
。
現
在
、
熊
谷
組
と
い

う
建
設
会
社
の
Ｄ
Ｘ
推
進
部
と
い
う
部

署
で
、
会
社
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
や
普
段
の

生
活
で
は
知
り
合
う
機
会
が
な
い
方
々
に
、

関
東
梅
苑
会
を
通
し
て
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
様
々
な
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
２
点
目
は
、
福
高
出
身
で
あ
る

こ
と
を
思
い
出
す
時
間
が
持
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
の
高
校
時
代
の
思
い
出
と

い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
梅
苑
祭
で
す
。
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
だ
っ
た
年

が
あ
り
、
梅
苑
祭
で
盛
り
上
が
っ
た
勢
い

で
、
後
夜
祭
に
は
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
の

曲
に
合
わ
せ
て
何
度
も
何
度
も
体
育
館

を
ぐ
る
ぐ
る
を
走
っ
て
廻
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
な
ん
で
走
っ
て
い
た
の
か

は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
（
笑
）。
忙

し
く
時
間
に
追
わ
れ
て
過
ご
し
て
い
る
と
、

ほ
と
ん
ど
浮
か
ぶ
こ
と
の
な
い
思
い
出
が
、

同
窓
会
の
仕
事
の
時
に
ふ
と
蘇
り
、
福

島
高
校
に
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

母
親
を
東
京
に
呼
び
寄
せ
て一緒
に
住

ん
で
い
る
の
で
、
今
で
は
福
島
に
帰
る
こ

と
も
滅
多
に
な
く
、
福
島
出
身
で
あ
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
関
東
梅
苑
会

の
集
ま
り
に
参
加
す
る
と
、
否
が
応
で

も
思
い
出
し
ま
す
。
福
島
か
ら
関
東
に

出
て
き
て
い
る
私
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
、

自
分
の
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
確
認
す

る
場
は
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
や
り
方
は
、
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

W
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
変
わ
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
方
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
時
間

が
持
て
る
関
東
梅
苑
会
の
魅
力
は
、
い
つ

ま
で
も
保
ち
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ッ
と
遊
び
に

行
け
る
集
ま
り

「
福
島
高
校
の
同
窓
会
と
は一
体
ど

う
い
う
組
織
で
、
何
を
し
て
い
る
場
な
の

か
？
」

歴
史
あ
る
高
校
の
共
学
２
期
生
と
し

て
３
年
間
過
ご
し
、
福
島
高
校
同
窓
会

（
本
部
）
の
入
会
式
に
参
加
し
な
が
ら

疑
問
に
感
じ
て
い
た
。
卒
業
式
の
前
日
の

こ
と
だ
っ
た
。
卒
業
生
が
全
員
自
動
的

に
入
会
す
る
本
部
の
活
動
は
も
と
よ
り
、

有
志
で
結
成
、
活
動
を
し
て
い
る
関
東

梅
苑
会
の
活
動
に
至
っ
て
は
知
る
由
も
な

か
っ
た
。
私
が
関
東
梅
苑
会
の
活
動
を

知
っ
た
の
は
、
自
分
と
同
じ
部
活
に
所
属

し
て
い
た
先
輩
や
同
期
が
参
加
し
て
い
る

様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
当
時
は
東
京
か
ら
離
れ
た
、
茨

城
県
の
筑
波
大
学
に
在
籍
し
て
お
り
、

関
東
梅
苑
会
の
活
動
に
参
加
す
る
に
は

２
時
間
ほ
ど
か
け
て
東
京
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
ず
（
東
京
・
福
島
間
の
新
幹
線

よ
り
も
か
か
る
…
）、
同
窓
生
の
交
流
に

参
加
し
て
み
た
い
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
も
、

結
局
は
何
度
も
参
加
を
見
送
っ
て
い
た
。

よ
う
や
く
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
学
部
４
年
生
の
終
わ
り
。
そ
れ
か
ら

も
う
10
年
以
上
が
経
って
い
る
。

実
際
に
関
東
梅
苑
会
に
関
わ
っ
て
み
て
、

福
島
の
本
部
や
東
北
、
関
西
と
いっ
た
各

地
の
同
窓
生
の
方
と
も
つ
な
が
り
、
ま
た

様
々
な
立
場
、
職
種
の
方
の
経
験
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
っ
た
。
特
に
学

生
の
と
き
に
は
進
路
、
就
職
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
先
輩
方
に
相
談
を
し
、
ま
た

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の
自
己
研
鑽
の
あ
り
方
や
大

き
な
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い

た
だ
け
た
。
同
窓
会
は
と
て
も
個
性
的

な
集
団
で
あ
り
、
各
々
の
活
動
に
触
れ
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

同
窓
会
の
活
動
は
母
校
と
い
う
共
通

項
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
次
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
や
す
い
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
一
方
で
高
校
時
代
の
縦
と
横
の

つ
な
が
り
が
希
薄
だ
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、

こ
う
し
た
交
流
の
場
を
探
し
た
り
、
ま

た
参
加
し
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
に

は
、
関
東
梅
苑
会
は
決
ま
り
き
っ
た
形

や
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
た
組
織
で
は
な
く
、

緩
や
か
な
交
流
が
持
ち
味
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
、
フ
ラ
ッ
と
遊
び
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
って
い
る
。

2009年の合同同期会で

2016年の合同同期会で

設立20周年でスピーチする丹治名誉会長
（2013年定期総会）

丹
治
清
吉
先
輩
の

ご
逝
去
を
悼
む

２
０
２
２
年
10
月
24
日
（
月
）、

丹
治
名
誉
会
長［
高
１
回
卒（
昭

和
24
年
３
月
卒
業
）］
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
父
の
先
輩
の
方
か
ら

「
僕
の
高
１
回
の
同
級
生
」
と

丹
治
先
輩
を
紹
介
さ
れ
て
初
め

て
お
会
い
し
、
気
さ
く
に
接
し
て

い
た
だ
い
た
20
数
年
前
の
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
そ

の
後
、
事
務
局
の
仕
事
を
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
丹

治
先
輩
か
ら
は
同
窓
会
を
受
け

継
い
で
い
く
強
い
思
い
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
り
と

り
す
る
時
は
い
つ
も
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
手
紙
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ

な
い
丹
治
先
輩
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
２
年
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン

総
会
に
は
、
ご
子
息
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
参
加
さ
れ
、
画
面
越
し
に

乾
杯
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
お
会
い
し
た
の
が
亡
く

な
る
前
月
の
顧
問
会
で
、
今
春

の
設
立
30
周
年
を
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
子

息
か
ら
の
話
で
は
、
肺
炎
を
こ
じ

ら
せ
た
こ
と
に
よ
る
急
逝
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
本
当
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長 

島
田
久（
高
31
）

鈴木美慧（高59回）



母校だより　　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）

項 令和
3年

令和
2年

令和
元年

平成
31年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 3 4 3 3
岩 手 大 4 0 1 5
東 北 大 32 35 35 29
山 形 大 12 11 15 19
福 島 大 17 42 37 36
茨 城 大 3 3 6 4
筑 波 大 2 12 8 8
宇 都 宮 大 2 3 8 5
埼 玉 大 10 11 9 13
千 葉 大 7 13 5 13
東 京 大 2 6 8 4
東 京 外 語 大 0 0 2 1
東 京 工 業 大 1 3 0 1
一 橋 大 1 0 2 3
横 浜 国 立 大 2 3 0 2
新 潟 大 21 14 17 31
京 都 大 1 3 2 3
そ の 他 26 35 31 19
県 立 医 科 大 21 22 14 12
高 崎 経 済 大 4 3 0 4
そ の 他 12 16 16 10
小 計 183 239 219 225

私

立

大

慶 應 義 塾 大 8 8 11 5
早 稲 田 大 9 12 15 12
中 央 大 27 26 17 18
明 治 大 16 17 27 16
法 政 大 24 23 11 11
立 教 大 4 7 15 6
日 本 大 12 11 15 15
東 北 学 院 大 27 24 24 22
同 志 社 大 0 2 1 2
そ の 他 235 245 240 192
小 計 362 375 376 299

準 大 学 2 3 0 2
短 期 大 学 4 3 4 1
各 種 学 校 2 1 2 2
合 計 8 621 601 529

就 職 0 1 1 1

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月10日現在

項 大学名 令和
4年

令和
3年

令和
2年

令和
元年

国

公

立

大

北 海 道 大 10 8 12 10
岩 手 大 5 6 1 3
東 北 大 38 47 50 59
山 形 大 17 35 22 30
福 島 大 82 52 103 91
茨 城 大 2 11 10 11
筑 波 大 13 9 14 13
宇 都 宮 大 3 7 5 11
埼 玉 大 21 25 17 19
千 葉 大 17 17 22 23
東 京 大 3 7 10 9
東 京 外 語 大 2 1 0 6
東 京 工 業 大 4 2 5 0
一 橋 大 4 1 4 1
横 浜 国 立 大 8 4 4 2
新 潟 大 32 43 32 39
京 都 大 1 4 4 8
そ の 他 62 68 63 62
県 立 医 科 大 35 21 25 17
県 立 会 津 大 1 1 3 4
高 崎 経 済 大 11 7 5 2
そ の 他 28 34 40 25

私

立

大

東 北 学 院 大 52 27 25 25
青 山 学 院 大 15 11 6 10
慶 應 義 塾 大 6 6 8 9
上 智 大 2 15 1 5
中 央 大 46 19 47 36
東 京 理 科 大 27 27 14 21
日 本 大 16 9 10 13
法 政 大 47 30 57 26
明 治 大 40 29 31 35
立 教 大 25 5 22 17
早 稲 田 大 41 11 21 33
そ の 他 322 282 252 328

国 立 大 学 合 計 324 347 378 397
公 立 大 学 合 計 75 63 73 48
私 立 大 学 合 計 639 471 494 558
総 計 1038 881 945 1,003 

11 10

　
令
和
五
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
志
願
者
数
は
五
十
一
万
二
千
五
百
八
十

一
人
で
昨
年
よ
り
一
万
七
千
七
百
八
十
六

人
減
少
し
た
。
な
お
福
島
県
内
で
は
昨
年

度
よ
り
三
百
人
程
度
少
な
い
出
願
数
で

あ
っ
た
。
二
年
前
よ
り
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
今
年

度
が
三
回
目
の
試
験
と
な
っ
た
。
初
年
度

か
ら
出
題
さ
れ
て
い
る
対
話
形
式
の
問
題
、

イ
ラ
ス
ト
か
ら
選
ぶ
問
題
、
実
験
を
題
材

と
し
た
問
題
な
ど
が
今
年
度
の
共
通
テ
ス

ト
で
も
出
題
さ
れ
た
が
、
本
校
生
は
落
ち

着
い
て
二
日
間
の
試
験
に
臨
ん
だ
よ
う
で

あ
る
。

　
全
国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
昨
年
に

比
べ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
難
化
、
国
語
は
や

や
難
化
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
は
前
年
並
み

だ
っ
た
。
逆
に
昨
年
難
化
し
た
数
学
は
今

年
、
数
学
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
と
も
大
幅
に
平
均

点
が
上
昇
し
上
位
者
が
増
加
、
易
化
し
た
。

理
科
で
は
生
物
と
化
学
の
平
均
点
が
昨
年

に
続
き
下
降
し
た
。
ま
た
、
地
歴
公
民
で

は
世
界
史
の
点
数
が
低
下
し
た
。
前
年
難

化
し
た
日
本
史
は
今
年
、
点
数
が
上
昇
し

た
。
こ
の
た
め
、
平
均
点
が
大
幅
に
上
昇

し
、
七
科
目
の
平
均
点
（
九
百
点
満
点
）

は
文
系
で
は
二
十
五
点
、
理
系
で
は
四
十

点
程
度
、
昨
年
度
を
上
回
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。
結
果
的
に
高
得
点
者
が
多
い
得

点
分
布
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
年
度

は
生
物
、
化
学
で
得
点
調
整
が
行
わ
れ
た

た
め
受
験
生
に
対
し
公
平
性
を
図
っ
た
と

言
え
る
。

　
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
国
公
立
大

が
堅
調
な
人
気
を
示
す
一
方
、
私
立
大
は

昨
年
度
並
み
の
堅
実
な
出
願
を
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
学
部
別
動
向
に
も
変
化
が

見
ら
れ
、
文
系
学
部
で
は
経
済
学
・
経
営

学
・
商
学
系
統
や
社
会
学
系
統
の
志
願
者

が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
他
の
学
部
で
は

前
年
に
比
べ
志
望
者
が
少
な
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
理
工
系
は
前
年
並
み
だ
が
、
分

野
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
情
報
系
の
人
気

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
・
薬

学
・
農
学
系
統
な
ど
の
志
願
数
が
増
加
し

て
お
り
二
年
前
の
よ
う
な
理
高
文
低
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
文
理
融
合
型
の
学
部
の

人
気
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公

立
で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関
大
学

や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ
ぼ
例
年

通
り
だ
っ
た
。
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い

て
は
下
記
の
「
入
試
出
願
状
況
」
に
示
す
。

　
東
北
大
の
出
願
数
に
つ
い
て
は
前
後
期

は
減
少
し
た
も
の
の
総
合
型
選
抜
（
旧
Ａ

Ｏ
入
試
）
が
増
え
全
体
と
し
て
は
増
加
し

た
。
北
海
道
大
も
や
や
増
加
し
た
。
福
島

大
の
出
願
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
山

形
大
は
逆
に
大
き
く
減
少
し
た
。
昨
年
増

加
し
て
い
た
新
潟
大
は
今
年
は
出
願
数
が

減
少
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
、
京
都
大
、

一
橋
大
、
東
京
工
業
大
と
い
っ
た
超
難
関

校
に
も
多
く
の
本
校
生
が
挑
戦
す
る
。

　
私
立
大
学
で
は
例
年
通
り
首
都
圏
の
大

学
へ
の
出
願
が
多
い
が
、
早
稲
田
大
、
東

北
学
院
大
、
中
央
大
、
立
教
大
な
ど
へ
の

出
願
が
増
加
し
た
一
方
で
、
上
智
大
な
ど

は
減
少
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
昨
年

よ
り
多
い
出
願
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
入
試
制
度
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
変
化
が
待
ち
受
け
て
い
る
が
、
福

高
の
精
神
で
あ
る
「
世
の
為
た
れ
」
の
実

現
に
向
け
、
全
国
津
々
浦
々
に
美
し
い
梅

花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

福島高等学校長
佐藤 弘樹

当
た
り
前
の
大
切
さ

部活動成績

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
各
種
行
事
が

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
、ほ
っ

と
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
次
の
３
点
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
福
高
生
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
梅
苑
祭
は
、
８
月
に
公
開

（
保
護
者
限
定
）
で
学
校
を
会
場

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
の

開
催
方
法
を
誰
も
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
０
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
生
徒
た
ち
は
こ
れ
ま
で
公

開
で
き
な
か
っ
た
思
い
を
パ
ワ
ー

に
変
え
、
様
々
な
企
画
に
挑
戦

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
３
年
生
有
志

に
よ
る
、
裏
庭
に
作
製
し
た
30
ｍ

の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
や
、
後

夜
祭
後
に
校
庭
で
行
っ
た
花
火
の

祭
典
な
ど
、
ひ
と
昔
前
に
存
在
し

た
福
高
生
の
よ
う
な
（
他
校
で
は

で
き
な
い
）
規
格
外
の
内
容
も
あ

り
、「
梅
苑
祭
は
引
き
継
が
れ
て
い

る
」
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
研
修
旅
行
を
10
月
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
行
程
は
新
幹

線
移
動
で
広
島
１
泊
（
厳
島
神
社
、

原
爆
ド
ー
ム
研
修
）、
貸
切
バ
ス

で
四
国
を
移
動
し
大
阪
３
泊
（
京

都
、
奈
良
、
大
阪
、
神
戸
を
バ
ス

利
用
で
コ
ー
ス
別
研
修
）、
そ
し
て

新
幹
線
で
帰
福
。
感
染
対
策
の
た

め
貸
切
バ
ス
の
利
用
に
変
更
し
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
予

定
の
個
別
研
修
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
別
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
行
程

は
、
私
た
ち
全
て
の
原
点
で
あ
る

「
日
本
人
で
あ
る
こ
と
、
国
際
人
で

あ
る
こ
と
」
の
理
解
を
深
化
さ
せ

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
国
際
交
流
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
12
月
に
タ
イ
王
国

の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
（
プ
リ
ン
セ
ス
・

チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
ナ
コ
ン
シ
ー
タ
マ

ラ
ー
ト
校
と
協
力
校
の
覚
書
き
を

結
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
王
国
設

立
の
12
校
か
ら
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
Ｓ

は
、
各
校
が
日
本
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
等

３
～
４
校
と
協
力
校
関
係
を
結
び
、

高
い
レ
ベ
ル
の
学
び
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
例
年
12
月
に
は
日
本
の

協
力
校
も
参
加
で
き
る
サ
イ
エ
ン

ス
フ
ェ
ア
ー
が
あ
り
、
協
力
校
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
こ
れ
ま

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
学
び
と
刺
激
を
受
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
、
本
校
生
３
名
、

髙
橋
昌
弘
教
諭
と
と
も
に
渡
航
し
、

生
徒
は
発
表
（
首
相
の
前
で
も
）、

学
校
と
し
て
は
正
式
に
協
力
校
締

結
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
よ
り
深
い
関
係
性
の
あ
る
国

際
交
流
先
の
１
つ
と
し
て
、
文
化

交
流
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
、
や
っ
と
実
施
で
き
た
喜

び
の
１
年
間
。
し
か
し
忘
れ
て
は

い
け
な
い
の
は
、
喜
び
の
裏
側
に
、

実
施
で
き
な
か
っ
た
諸
先
輩
の
無

念
の
思
い
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
経
験
か
ら
、
当
た
り
前
の
大

切
さ
に
気
づ
く
人
間
に
な
っ
て
欲

し
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◦第44回東北ジュニアテニス選手権大会… ……………………………男子U18ダブルス／緑川瑛隼、本田亮斗   女子U16ダブルス、シングルス／鳴海春佳
◦第77回東北高等学校陸上競技大会……………………………………女子1500m、3000m／今村学実
◦第46回全国高等学校総合文化祭東京大会とうきょう総文2022……新聞部門／金子南悠、堀江美音
◦令和4年度全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技大会………女子団体／丹治彩音、宍戸琴海、菅野琉夏、清水奏芭　男子個人／高橋真叶
◦第52回東北高等学校弓道選手権大会（第50回東北高等学校弓道選手権大会記念大会）…近的競技　女子の部／団体競技
◦第52回東北高等学校弓道選手権大会（第50回東北高等学校弓道選手権大会記念大会）…近的競技　団体戦／佐藤葵、蛭田凛、高橋りほ、鈴木茉琳
	 　　　　　　　　　渡辺心晴、宮川結生、安田菜々彩　　
◦第46回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会 …………… 男子個人戦／橋川英俊　女子個人戦／山上英里子
◦第46回全国高等学校総合文化祭 囲碁部門…………………… 女子個人戦／山上英里子
◦第46回全国高等学校総合文化祭東京大会… ………………… 将棋部門　女子個人戦／鈴木由香
◦全日本ジュニアテニス選手権 2022…………………………… 女子 U-16シングルス、U-16ダブルス／鳴海春佳
◦第70回東北高等学校選手権水泳競技大会…………………… 高校男子50m自由形、100m自由形／佐藤輝　高校男子200m自由形、400m自由形／小西凛
◦第18回全国物理コンテスト 物理チャレンジ2022…………… 第2チャレンジ（全国大会）／安齋康介、飯塚遥⽣、⼤須賀太⼀、服部想惟　優良賞／服部想惟
◦第27回東北高等学校新人陸上競技選手権大会……………… 男子800m／藤田悠舜　女子3000m／今村学実　女子2000mSC／須藤睦実　　
◦第77回国民体育大会　アーチェリー競技… ………………… 少年女子／清水奏芭、菅野琉夏
◦第74回全日本合唱コンクール東北支部大会………………… 高等学校部門Aグループ
◦第36回東北地区高等学校囲碁選手権大会…………………… 女子団体／山上英里子　男子団体／橋川英俊
◦第17回全国高等学校囲碁選抜大会… ………………………… 男子個人戦／橋川英俊　女子個人戦／山上英里子
◦第66回　日本学生科学賞　中央審査… ……………………… 入選3等　木村学人
◦令和4年度　第41回全国高等学校アーチェリー選抜大会…… 女子個人戦／清水奏芭
◦第12回科学の甲子園全国大会
◦第33回日本数学オリンピック…………………………………… 大内葵衣
◦第31回全国高等学校将棋新人大会… ………………………… 女子個人戦／鈴木由香
◦第38回東北インドアテニス選手権大会……………………… 女子ダブルス／鳴海春佳

令和４年度主な部活動成績（主に東北大会以上）令和４年度主な部活動成績（主に東北大会以上）



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会　長 芳賀　　裕 高22回

副会長 関口　哲雄 高20回

副会長 重富　秀一 高21回

副会長 箱崎　一彦 高23回

副会長 高橋　雅行 高24回

副会長 丹治　正博 高26回

常任理事 磯貝　健郎 高13回

常任理事 富田　建一郎 高16回

常任理事 熊坂　英二 高18回

常任理事 佐久間　政文 高19回

常任理事 佐藤　信雄 高21回

常任理事 大野　順道 高22回

常任理事 塚原　眞司 高24回

監　事 松野　孝司 高20回

監　事 尾形　克彦 高22回

理　事 角田　征雄 高12回

理　事 三瓶　昌久 高13回

理　事 久家　孝夫 高13回

理　事 若槻　武雄 高14回

理　事 渡辺　博美 高17回

佐藤　誠一 高28回

菅野　和弘 高31回

齋藤　嘉浩 高32回

国分　聡 高33回

斎藤　実 高37回

佐藤　達男 高37回

中原　勝 高41回

渡邊　洋生 高43回

菅野　祐智 高44回

我妻　智 高46回

根本　浩之 高46回

富良謝　和信 高48回

菅野　陽介 高54回

渡邊　優輔 高54回

菅野　祐哉 高56回

香野　学 高56回

金川　勇次 高30回

神田　亮一 高32回

安藤　ゆずな 高70回

令和４年度
同窓会事務局員

令和４年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2022.03.11
SDGsダイバーシティBOOK
みんなが“活き、活かされる”社会を
つくる　未来の授業

佐藤真久.監修 宣伝会議

2022.03.11 近藤誠一全集　1 近藤誠一
近藤誠一、写真文化
首都「写真の町」東
川町

2022.03.11 東日本大震災からのスタート
災害を考える51のアプローチ

東北大学災害科学国
際研究所.編

東北大学災害科学
国際研究所

2022.03.28 県文学集　第69集
第74回福島県文学賞受賞作品集　

福島県文化スポーツ
局文化振興課.編

福島県文化スポーツ
局文化振興課

2022.03.28
あの時をわすれない。進み続けるために。
“わ”で奏でる東日本応援コンサート
2011-2021

― セイコーホールディ
ングス

2022.03.28 いっしょに　2021　 ― 詩と絵が出会う詩集
絵本制作委員会

2022.03.28 福島県立安積高等学校御舘校閉校記念誌 ― 福島県立安積高等学
校御舘校

2022.03.28 福島県立修明高等学校鮫川校閉校記念誌
　開校から閉校まで74年の歴史

鮫川校閉校記念事業
実行委員会.編

鮫川校閉校記念事業
実行委員会

2022.03.28 福島県立大沼高等学校創立百周年
記念誌　蜂苑

福島県立大沼高等学
校創立百周年記念事
業実行委員会.編

福島県立大沼高等学
校創立百周年記念事
業実行委員会

2022.03.28 東日本大震災・原子力災害10年の記録 ― 福島県広報課

2022.03.28 3.11航空写真で見る復旧・復興の記録 ― 東北地域づくり協会

2022.04.10
私の遺言書　名将や偉人達から学んだ成
功の秘訣　夢を見て　夢を追いかけ　夢
を食う（後篇）

国分秀男 国分秀男
（福高 14 回卒）

2022.04.10 核災10年、福島からの声
原発・裁判・文学の記録 澤正宏 久間善定

（福高 15 回卒）

2022.04.10 詩集　山百合 久間カズコ 久間善定
（福高 15 回卒）

2022.04.10 詩集　帰り道 久間カズコ 久間善定
（福高 15 回卒）

2022.05.02 民法概論　1　民法総則　第2版 山野目章夫

山野目章夫
（福高 29 回卒）、
高橋俊文

（福高 38 回卒）

2022.05.02 民法概論　2　物権法 山野目章夫

山野目章夫
（福高 29 回卒）、
高橋俊文

（福高 38 回卒）

2022.05.17 「正しさ」の商人
情報災害を広める風評加害者は誰か 林智裕 林智裕（福高 50 回卒）

2022.05.31 国際地域研究　4
北海道教育大学函館
校国際地域研究編集
委員会.編

北海道教育大学
函館校

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2022.06.14 はりりんの歌 針馬日出美.著　仰木
奈那子.編 仰木奈那子

2022.07.11 隷従への道　要約版　併録/漫画・隷従へ
の道、社会主義と知識人

フリードリヒ・A・
ハイエク 日本税制改革協議会

2022.07.26 渡辺健寿弁護士のくらしの法律 渡辺健寿 渡辺健寿
（福高 17 回卒）

2022.07.26 渡辺健寿弁護士のくらしの法律 渡辺健寿 福島民報社

2022.08.29 弁護士のすゝめ　最強資格のリアル。
そして令和版司法改革へ 宮島渉、他 ロースクールと

法曹の未来を創る会

2022.09.10 東大生が日本を100人の島に例えたら
面白いほど経済がわかった! ムギタロー ムギタロー

（福高 65 回卒）

2022.09.10 東大生が日本を100人の島に例えたら
面白いほど経済がわかった! ムギタロー サンクチュアリ出版

2022.09.28 起きあがる学校　3.11から10年
福島県双葉郡の先生へのインタビュー 千葉偉才也.編 リテラシー・ラボ

2022.09.29 市民がまちを育む
現場に学ぶ「住まいまちづくり」

大月敏雄、他.編著　
板垣勝彦、他.著

板垣勝彦
（福高 51 回卒）

2022.09.30 図書室のはこぶね 名取佐和子 福高職員

2022.09.30 夏の体温 瀬尾まいこ 福高職員

2022.10.03 ノルウェイの森　下 村上春樹 福高 3 年生

2022.10.04 学年最下位が京大合格した手抜き勉強大
全　最速で5教科マスターする裏道ガイド 篠原好 篠原塾

2022.10.18 伝えたい　福島原発事故から10年 福島県退職女性教職
員あけぼの会.編

福島県退職女性
教職員あけぼの会

2022.10.19
全力疾走　第94回選抜高等学校
野球大会出場記念
「小さな学校の大きな可能性」への挑戦

―
福島県立只見高等学
校野球部甲子園出場
後援会

2022.10.19 近藤誠一全集　2 近藤誠一
近藤誠一、写真文化
首都「写真の町」東
川町

2022.11.01
福島県立いわき光洋高等学校
創立30周年記念誌
自主・自学・自律

―

福島県立いわき光洋
高等学校創立 30 周
年記念事業実行委員
会

2022.12.14 福島県立白河高等学校創立百周年記念誌
　登龍

創立百周年記念誌
編纂部会.編

創立百周年記念事業
実行委員会、福島県
立白河高等学校

2022.12.14

福島県立白河高等学校創立一〇〇周年
記念誌別冊
白河高等学校山岳部甲子山遭難
ヒンデュー・クシュ遭難記録　星六つ

―
創立百周年記念事業
実行委員会、福島県
立白河高等学校

2022.12.28 知の梁山泊
草創期福島大学経済学部の研究 阪本尚文.編 山野目章夫

（福高 29 回卒）

寄贈図書紹介（令和4年1月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：芳賀 裕　発行日：令和5年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）
https://miyagi-baienkai.com

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（島田　久）
https://www.kantobaienkai.ne.jp

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
http://www.baienkai.org

理　事 横山　純 高17回

理　事 木戸　孝志 高17回

理　事 小林　勇一 高17回

理　事 勢島　　昇 高18回

理　事 斎藤　高紀 高18回

理　事 花井　宣明 高20回

理　事 伊藤　幹夫 高20回

理　事 網代　智盟 高21回

理　事 佐々木　孝司 高21回

理　事 中田　茂実 高21回

理　事 安藤　正道 高21回

理　事 黒澤　信雄 高22回

理　事 木村　豊 高22回

理　事 二階堂　保夫 高22回

理　事 江口　　淳 高23回

理　事 穂積　寿男 高23回

理　事 鈴木　浩一 高23回

理　事 渋谷　修一 高24回

理　事 石原　裕人 高24回

理　事 高荒　俊勝 高24回

理　事 高橋　通夫 高25回

理　事 後藤　忠久 高26回

理　事 土屋　牧雄 高26回

理　事 武藤　進 高26回

理　事 阿部　芳和 高27回

理　事 鈴木　眞一 高27回

理　事 片平　　淳 高28回

理　事 五十嵐　俊道 高28回

理　事 今関　達也 高28回

理　事 芳見　弘一 高28回

理　事 加藤　勇治 高29回

理　事 金子　弘保 高29回

理　事 土田　淳 高29回

理　事 加藤　孝一 高30回

理　事 島田　　久 高31回

理　事 八子　直樹 高31回

理　事 大和田　利明 高31回

理　事 太田　英晴 高31回

理　事 樋口　幸一 高32回

理　事 藤野　　貴 高32回

理　事 篠木　雄司 高33回

理　事 吉成　健二 高33回

理　事 関根　英樹 高33回

理　事 渡辺　健二 高33回

理　事 手塚　徹 高34回

理　事 菅野　剛広 高34回

理　事 鈴木　宏幸 高36回

理　事 阿久津　順二 高37回

理　事 黒森　陽一 高37回

理　事 板垣　隆 高37回

理　事 大槻　剛人 高37回

理　事 三浦　康伸 高39回

理　事 日下　直哉 高39回

理　事 佐藤　智宏 高39回

理　事 引地　孝之 高44回

理　事 吉田　大樹 高45回

理　事 遠藤　武義 高52回


